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教
授
略
歴
・
業
績
目
録

　【
略

　歴
】

一
九
七
九
年
三
月

　
　
広
島
大
学
政
経
学
部
法
律
政
治
学
科
卒
業

一
九
七
九
年
四
月

　
　
大
阪
外
国
語
大
学
イ
タ
リ
ア
語
学
科
学
士
入
学
（
一
九
八
〇
年
九
月
中
途
退
学
）

一
九
八
一
年
四
月

　
　
名
古
屋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
入
学
（
一
九
八
三
年
三
月
修
了
）

一
九
八
三
年
四
月

　
　
名
古
屋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
入
学
（
一
九
八
六
年
三
月
単
位
取
得
退
学
）

一
九
八
六
年
四
月

　
　
名
古
屋
大
学
法
学
部
助
手

一
九
八
七
年
四
月

　
　
熊
本
大
学
法
学
部
講
師

一
九
八
九
年
七
月

　
　
熊
本
大
学
法
学
部
助
教
授

一
九
九
六
年
一
月

　
　
熊
本
大
学
法
学
部
教
授

二
〇
〇
三
年
四
月

　
　
熊
本
大
学
法
学
部
公
共
政
策
学
科
長
（
二
〇
〇
四
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
六
年
一
二
月

　
熊
本
大
学
黒
髪
事
業
場
過
半
数
代
表
者
（
二
〇
〇
七
年
一
一
月
ま
で
）

二
〇
〇
八
年
四
月

　
　
熊
本
大
学
法
学
部
副
学
部
長
（
二
〇
一
九
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
七
年
四
月

　
　
熊
本
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
部
（
法
学
系
）
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
本
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
部
副
研
究
部
長
（
二
〇
一
九
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
九
年
四
月

　
　
熊
本
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
部
長
（
二
〇
二
一
年
三
月
ま
で
）
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熊
本
大
学
法
学
部
長
（
二
〇
二
一
年
三
月
ま
で
）

　【
研

　究
】

一
．
主
要
業
績

・「
イ
タ
リ
ア
『
福
祉
国
家
』
の
形
成
と
展
開
―
脱
集
権
化
と
多
元
的
福
祉
レ
ジ
ー
ム
」
小
谷
眞
男
・
横
田
正
顕
編
著
『
新
世
界
の
社

会
福
祉
４
南
欧
』
旬
報
社
、
二
〇
一
九

・「
震
災
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
―
報
道
倫
理
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
熊
本
法
学
』
第
一
四
一
号
、
二
〇
一
七

・「
震
災
が
あ
ぶ
り
出
す
『
公
助
』
の
課
題
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
二
〇
一
七
年
六
月
号

・「
学
生
た
ち
の
『
震
災
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
』
―
被
災
地
で
の
評
価
と
批
判
」『
新
聞
研
究
』
二
〇
一
六
年
七
月
号

・「
経
営
戦
略
と
し
て
の
男
女
共
同
参
画
の
現
状
と
課
題
」
一
般
社
団
法
人
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
熊
本
『
大
学
生
及
び
企
業
従
業
員

に
係
る
男
女
共
同
参
画
意
識
・
実
態
調
査
結
果
か
ら
抽
出
さ
れ
た
課
題
解
決
に
係
る
調
査
研
究
報
告
書
』
二
〇
一
五
年

・「
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
安
全
保
障
と
テ
ロ
対
策
」
梅
川
正
美
編
『
比
較
安
全
保
障
』
成
文
堂

　
二
〇
一
三
年

・「
イ
タ
リ
ア
外
交
安
全
保
障
政
策
ノ
ー
ト
―
政
権
交
代
に
よ
る
継
続
と
変
化
に
関
す
る
三
つ
の
論
文
」『
熊
本
法
学
』
第
一
二
七
号

二
〇
一
三
年

・「
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
『
国
家
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
』
の
展
開
と
限
界
」
日
本
政
治
学
会
編
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
政
治
過
程
』
木
鐸
社

　

二
〇
一
〇
年

・「
行
政
相
談
制
度
の
現
在
」『
行
政
苦
情
救
済
＆
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
』
21
（
日
本
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
学
会
誌
五
号
）
二
〇
一
〇
年

・「『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
政
策
』
ノ
ー
ト
―
イ
タ
リ
ア
・A

lessia D
onà 

論
文
を
読
む
―
」『
熊
本
法
学
』
第
一
一
九
号

　
二
〇
一
〇
年
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熊
本
大
学
法
学
部
長
（
二
〇
二
一
年
三
月
ま
で
）

　【
研

　究
】

一
．
主
要
業
績

・「
イ
タ
リ
ア
『
福
祉
国
家
』
の
形
成
と
展
開
―
脱
集
権
化
と
多
元
的
福
祉
レ
ジ
ー
ム
」
小
谷
眞
男
・
横
田
正
顕
編
著
『
新
世
界
の
社

会
福
祉
４
南
欧
』
旬
報
社
、
二
〇
一
九

・「
震
災
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
―
報
道
倫
理
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
熊
本
法
学
』
第
一
四
一
号
、
二
〇
一
七

・「
震
災
が
あ
ぶ
り
出
す
『
公
助
』
の
課
題
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
二
〇
一
七
年
六
月
号

・「
学
生
た
ち
の
『
震
災
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
』
―
被
災
地
で
の
評
価
と
批
判
」『
新
聞
研
究
』
二
〇
一
六
年
七
月
号

・「
経
営
戦
略
と
し
て
の
男
女
共
同
参
画
の
現
状
と
課
題
」
一
般
社
団
法
人
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
熊
本
『
大
学
生
及
び
企
業
従
業
員

に
係
る
男
女
共
同
参
画
意
識
・
実
態
調
査
結
果
か
ら
抽
出
さ
れ
た
課
題
解
決
に
係
る
調
査
研
究
報
告
書
』
二
〇
一
五
年

・「
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
安
全
保
障
と
テ
ロ
対
策
」
梅
川
正
美
編
『
比
較
安
全
保
障
』
成
文
堂

　
二
〇
一
三
年

・「
イ
タ
リ
ア
外
交
安
全
保
障
政
策
ノ
ー
ト
―
政
権
交
代
に
よ
る
継
続
と
変
化
に
関
す
る
三
つ
の
論
文
」『
熊
本
法
学
』
第
一
二
七
号

二
〇
一
三
年

・「
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
『
国
家
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
』
の
展
開
と
限
界
」
日
本
政
治
学
会
編
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
政
治
過
程
』
木
鐸
社

　

二
〇
一
〇
年

・「
行
政
相
談
制
度
の
現
在
」『
行
政
苦
情
救
済
＆
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
』
21
（
日
本
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
学
会
誌
五
号
）
二
〇
一
〇
年

・「『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
政
策
』
ノ
ー
ト
―
イ
タ
リ
ア
・A

lessia D
onà 

論
文
を
読
む
―
」『
熊
本
法
学
』
第
一
一
九
号

　
二
〇
一
〇
年
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・「
イ
タ
リ
ア
の
社
会
保
障
の
概
要
―
法
・
政
治
・
行
財
政
」
小
島
晴
洋
・
小
谷
眞
男
・
鈴
木
桂
樹
・
田
中
夏
子
・
中
益
陽
子
・
宮
崎
理
枝
『
現

代
イ
タ
リ
ア
の
社
会
保
障
』
旬
報
社

　
二
〇
〇
九
年

・「
行
政
シ
ス
テ
ム
の
変
容
―
政
治
変
動
の
な
か
の
行
政
の
『
近
代
化
』」、
日
本
政
治
学
会
二
〇
〇
七
年
研
究
大
会
提
出
論
文
、

二
〇
〇
七
年

・「
政
策
視
点
と
し
て
の
男
女
共
同
参
画
社
会
」
田
中
雄
次
・
大
江
正
昭
編
『
グ
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
の
射
程
』
成
文
堂

　
二
〇
〇
五
年

・「
90
年
代
の
政
治
変
動
と
行
政
改
革
」『
イ
タ
リ
ア
の
い
わ
ゆ
る
「
第
二
共
和
制
」
へ
の
移
行
に
伴
う
法
制
度
的
変
容
の
資
料
実
証
的

研
究
』（
科
学
研
究
費
補
助
金
成
果
報
告
書
）
二
〇
〇
五
年

・「
イ
タ
リ
ア
官
僚
制
の
歴
史
比
較
論
的
分
析
」（
科
学
研
究
費
研
究
成
果
報
告
書
）
二
〇
〇
四
年

・「
男
女
共
同
参
画
社
会
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
」
山
中
進
編
『
女
と
男
の
共
同
論
』
成
文
堂

　
二
〇
〇
三
年

・「
イ
タ
リ
ア
の
政
治
変
動
と
行
政
改
革
の
展
開
」（
科
学
研
究
費
研
究
成
果
報
告
書
）
二
〇
〇
二
年

・「
行
政
機
構
・
官
僚
制
」
馬
場
康
雄
・
岡
沢
憲
芙
編
『
イ
タ
リ
ア
の
政
治
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
九
九
年

・「
国
と
地
方
の
行
政
・
政
治
関
係
」
仲
村
優
一
・
一
番
ヶ
瀬
康
子
編
『
世
界
の
社
会
福
祉
５
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
』
旬
報
社

　

一
九
九
九
年

・「
欧
州
統
合
の
な
か
の
イ
タ
リ
ア
行
政
」
常
葉
謙
二
・
古
賀
允
洋
・
鈴
木
桂
樹
編
『
国
際
社
会
の
近
代
と
現
代
』
九
州
大
学
出
版
会

一
九
九
七
年

・「
イ
タ
リ
ア
『
熱
い
秋
』
覚
え
書
」
岡
本
宏
編
『
１
９
６
８
年
：
時
代
転
換
の
起
点
』
法
律
文
化
社

　
一
九
九
五
年

・「
レ
ー
ガ
か
ら
フ
ォ
ル
ツ
ァ
へ
―
イ
タ
リ
ア
政
治
分
析
の
一
断
面
」『
月
刊
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
一
一
月
号

　
社
会
評
論
社

　
一
九
九
五
年

・「
戦
後
イ
タ
リ
ア
政
治
の
転
換
」
田
口
富
久
治
・
小
野
耕
二
編
『
現
代
政
治
の
体
制
と
運
動
』
青
木
書
店

　
一
九
九
四
年
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・「
Ｅ
Ｃ
統
合
の
な
か
の
イ
タ
リ
ア
政
治
」
日
本
政
治
学
会
編
『
Ｅ
Ｃ
統
合
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
』
岩
波
書
店

　
一
九
九
三
年

・「
ス
カ
ラ
・
モ
ー
ビ
レ
国
民
投
票
―
一
九
八
五
年
六
月
・
イ
タ
リ
ア
」
熊
本
大
学
法
学
部
編
『
法
学
と
政
治
学
の
諸
相
』
成
文
堂

　

一
九
九
〇
年

・「
イ
タ
リ
ア
『
福
祉
国
家
』
の
危
機
と
変
容
」
田
口
富
久
治
編
『
ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
福
祉
国
家
―
先
進
６
ヵ
国
の
危
機
と
再
編
』
青

木
書
店

　
一
九
八
九
年 

・「
イ
タ
リ
ア
官
僚
制
の
行
政
的
非
能
率
と
政
治
的
機
能
（
一
）（
二
）（
三
）（
四
）
完
」『
法
政
論
集
』
第
一
〇
八
号
、
第
一
一
一
号
、

第
一
一
三
号
、
第
一
一
四
号
、
一
九
八
六
年
～
一
九
八
七
年

二
．
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
（
年
鑑
・
書
評
・
調
査
報
告
・
翻
訳
等
）

・『
世
界
の
社
会
福
祉
年
鑑
』
二
〇
一
九
年
版
、二
〇
一
六
年
版
、二
〇
一
四
年
版
、二
〇
一
二
年
版
、二
〇
一
〇
年
版
、二
〇
〇
八
年
版
、

二
〇
〇
五
年
版
、
二
〇
〇
四
年
版
、
二
〇
〇
三
年
版
、
二
〇
〇
二
年
版
各
巻
「
イ
タ
リ
ア
：
概
観
」
お
よ
び
二
〇
一
二
年
版
「
災
害

防
護
国
民
サ
ー
ビ
ス
」、
旬
報
社

・「
総
括
―
調
査
結
果
の
概
観
と
分
析
―
」
熊
本
県
『
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
』
二
〇
二
〇
年

・「
男
女
共
同
参
画
の
基
礎
知
識
～
い
ま
、
な
ぜ
、
ど
ん
な
男
女
共
同
参
画
な
の
か
？
」『
Ｇ
Ｅ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
創
刊
号

　
二
〇
二
〇
年

・
書
評
「
忖
度
と
官
僚
制
の
政
治
学
」
西
日
本
新
聞
二
〇
一
九
年
二
月
二
日

・
書
評
「
熊
本
地
震

　
あ
の
時
何
が
」
熊
本
日
日
新
聞
二
〇
一
八
年
六
月
一
七
日
（
神
戸
新
聞
七
月
七
日
、沖
縄
タ
イ
ム
ス
七
月
七
日
）

・「「
公
行
政
に
お
け
る
男
女
の
平
等
な
ら
び
に
機
会
均
等
の
実
現
に
向
け
た
措
置
」
解
題
と
翻
訳
」『
熊
本
法
学
』
第
一
四
一
号
、

二
〇
一
七
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・「
Ｅ
Ｃ
統
合
の
な
か
の
イ
タ
リ
ア
政
治
」
日
本
政
治
学
会
編
『
Ｅ
Ｃ
統
合
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
』
岩
波
書
店

　
一
九
九
三
年

・「
ス
カ
ラ
・
モ
ー
ビ
レ
国
民
投
票
―
一
九
八
五
年
六
月
・
イ
タ
リ
ア
」
熊
本
大
学
法
学
部
編
『
法
学
と
政
治
学
の
諸
相
』
成
文
堂

　

一
九
九
〇
年

・「
イ
タ
リ
ア
『
福
祉
国
家
』
の
危
機
と
変
容
」
田
口
富
久
治
編
『
ケ
イ
ン
ズ
主
義
的
福
祉
国
家
―
先
進
６
ヵ
国
の
危
機
と
再
編
』
青

木
書
店

　
一
九
八
九
年 

・「
イ
タ
リ
ア
官
僚
制
の
行
政
的
非
能
率
と
政
治
的
機
能
（
一
）（
二
）（
三
）（
四
）
完
」『
法
政
論
集
』
第
一
〇
八
号
、
第
一
一
一
号
、

第
一
一
三
号
、
第
一
一
四
号
、
一
九
八
六
年
～
一
九
八
七
年

二
．
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
（
年
鑑
・
書
評
・
調
査
報
告
・
翻
訳
等
）

・『
世
界
の
社
会
福
祉
年
鑑
』
二
〇
一
九
年
版
、二
〇
一
六
年
版
、二
〇
一
四
年
版
、二
〇
一
二
年
版
、二
〇
一
〇
年
版
、二
〇
〇
八
年
版
、

二
〇
〇
五
年
版
、
二
〇
〇
四
年
版
、
二
〇
〇
三
年
版
、
二
〇
〇
二
年
版
各
巻
「
イ
タ
リ
ア
：
概
観
」
お
よ
び
二
〇
一
二
年
版
「
災
害

防
護
国
民
サ
ー
ビ
ス
」、
旬
報
社

・「
総
括
―
調
査
結
果
の
概
観
と
分
析
―
」
熊
本
県
『
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
』
二
〇
二
〇
年

・「
男
女
共
同
参
画
の
基
礎
知
識
～
い
ま
、
な
ぜ
、
ど
ん
な
男
女
共
同
参
画
な
の
か
？
」『
Ｇ
Ｅ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
創
刊
号

　
二
〇
二
〇
年

・
書
評
「
忖
度
と
官
僚
制
の
政
治
学
」
西
日
本
新
聞
二
〇
一
九
年
二
月
二
日

・
書
評
「
熊
本
地
震

　
あ
の
時
何
が
」
熊
本
日
日
新
聞
二
〇
一
八
年
六
月
一
七
日
（
神
戸
新
聞
七
月
七
日
、沖
縄
タ
イ
ム
ス
七
月
七
日
）

・「「
公
行
政
に
お
け
る
男
女
の
平
等
な
ら
び
に
機
会
均
等
の
実
現
に
向
け
た
措
置
」
解
題
と
翻
訳
」『
熊
本
法
学
』
第
一
四
一
号
、

二
〇
一
七
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・
書
評
「
熊
本
地
震

　
連
鎖
の
衝
撃
」
熊
本
日
日
新
聞
二
〇
一
六
年
一
一
月
二
〇
日

・「
調
査
結
果
の
概
観
と
考
察
」
熊
本
市
『
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
』
二
〇
一
四
年
一
月

・（
共
訳
）「
社
会
福
祉
基
本
法
」
小
島
晴
洋
・
小
谷
眞
男
・
鈴
木
桂
樹
・
田
中
夏
子
・
中
益
陽
子
・
宮
崎
理
枝
『
現
代
イ
タ
リ
ア
の
社

会
保
障
』
旬
報
社

　
二
〇
〇
九
年

・「
総
括
―
調
査
結
果
の
概
観
と
考
察
―
」
熊
本
県
『
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
』
二
〇
一
〇
年

・「
Ｄ
レ
ポ
ー
ト
：
９
・
11
総
選
挙
と
民
主
党
の
政
治
的
空
間
」（
民
主
党
提
出
）
二
〇
〇
六
年

・「
政
策
視
点
と
し
て
の
男
女
共
同
参
画
社
会
」
中
川
義
朗
編
『
地
方
公
務
員
政
策
法
務
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
熊
本
県
市
長
会
・
町
村
会

発
行
）
二
〇
〇
五
年

・「
い
ま
、
な
ぜ
男
女
共
同
参
画
社
会
な
の
か
」『
地
域
政
策
法
務
研
究
』
二
〇
〇
五
年

・「『
映
画
を
通
し
て
イ
タ
リ
ア
を
知
る
』
講
義
案
」『
イ
タ
リ
ア
圖
書
』
№
26

　
二
〇
〇
〇
年

・「
Ｅ
Ｃ
統
合
の
な
か
の
イ
タ
リ
ア
官
僚
制
―
課
題
設
定
の
た
め
の
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
」
熊
本
大
学
共
同
研
究
報
告
書
『
国
際
統
合
の
進

展
の
な
か
の
「
地
域
」
に
関
す
る
学
際
的
研
究
』　
一
九
九
六
年 

・「
ラ
イ
ブ
リ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
―
市
民
生
活
の
中
か
ら
政
治
を
考
え
る
」
熊
本
大
学
法
学
部
『
昭
和
63
年
度
熊
本
大
学
法
学
部
公

開
講
座
実
施
結
果
』
一
九
八
九
年 

三
．
所
属
学
会
・
研
究
会

日
本
政
治
学
会
／
日
本
行
政
学
会
／
日
本
比
較
政
治
学
会
／
日
本
ジ
ェ
ン
ダ
ー
学
会
／
九
州
法
学
会
／
イ
タ
リ
ア
近
現
代
史
研
究
会
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　【
教

　育
】

熊
本
大
学
法
学
部
・
大
学
院
に
て
、
政
治
原
論

　
政
治
過
程
論

　
行
政
学

　
現
代
政
治
論

　
政
治
学
（
教
養
）　
現
代
政
治
行
政
論

　

公
共
政
策
入
門

　
演
習

　
等
の
講
義
を
担
当

　【
社
会
貢
献
】

一
．
審
議
会
等

益
城
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
審
議
会
（
会
長
）（
二
〇
一
九
年
～
現
在
）
／
熊
本
市
公
文
書
の
管
理
に
関
す
る
検
討
委
員
会
（
会
長
）

（
二
〇
一
九
年
～
二
〇
二
〇
年
）
／
熊
本
市
第
７
次
総
合
計
画
中
間
見
直
し
委
員
会
（
副
委
員
長
）（
二
〇
一
九
年
～
二
〇
二
〇
年
）
／
熊
本
市
政
治
倫

理
審
査
会
（
委
員
長
）（
二
〇
一
九
年
～
現
在
）
／
益
城
町
総
合
計
画
審
議
会
（
会
長
）（
二
〇
一
八
年
～
二
〇
一
九
年
）
／
第
２
次
熊
本
市
人
権
教
育
・

啓
発
基
本
計
画
策
定
委
員
会
（
委
員
長
）（
二
〇
一
八
年
～
二
〇
一
九
年
）
／
熊
本
市
保
存
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
検
討
委
員
会
（
委
員
長
）（
二
〇
一
八

年
～
二
〇
一
九
年
）
／
熊
本
日
日
新
聞
社
「
読
者
と
報
道
を
考
え
る
委
員
会
」
委
員
（
二
〇
一
六
年
～
二
〇
一
八
年
）
／
熊
本
市
し
ご
と
・
ひ
と
・
ま

ち
創
生
総
合
戦
略
検
証
委
員
会
（
会
長
）（
二
〇
一
六
年
～
現
在
）
／
宇
城
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
（
会
長
）（
二
〇
一
六
年
～
現
在
）
／
益
城
町
復

興
計
画
策
定
委
員
会
（
会
長
）（
二
〇
一
六
年
～
二
〇
一
七
年
）
／
熊
本
市
震
災
復
興
検
討
委
員
会
（
副
会
長
）（
二
〇
一
六
年
～
二
〇
一
七
年
）
／
益

城
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
審
議
会
（
会
長
）（
二
〇
一
五
年
～
二
〇
一
六
年
）
／
熊
本
市
総
合
計
画
審
議
会
及
び
熊
本
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
等
策
定
委
員
会
（
会
長
）（
二
〇
一
五
年
～
二
〇
一
六
年
）
／
熊
本
市
人
権
教
育
・
啓
発
基
本
計
画
推
進
会
議
委
員
（
委
員
長
）

（
二
〇
一
四
年
～
現
在
）
／
益
城
町
総
合
計
画
審
議
会
（
会
長
）（
二
〇
一
四
年
～
二
〇
一
九
年
）
／
人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
第
三
者
委
員
会
（
委
員

長
）（
二
〇
一
三
年
～
現
在
）
／
熊
本
市
人
権
啓
発
推
進
基
本
計
画
検
討
懇
談
会
（
座
長
）（
二
〇
一
三
年
～
二
〇
一
四
年
）
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ェ
ン
ジ

ラ
イ
フ
熊
本
「
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
連
携
支
援
事
業
」（
内
閣
府
モ
デ
ル
事
業
）
検
討
委
員
会
（
議
長
）（
二
〇
一
二
年
～
二
〇
一
三
年
）
／

く
ま
も
と
市
男
女
共
同
参
画
会
議
（
会
長
）（
二
〇
一
一
年
～
二
〇
一
五
年
）
／
熊
本
県
男
女
共
同
参
画
審
議
会
（
会
長
）（
二
〇
〇
八
年
～
二
〇
一
二
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　【
教

　育
】

熊
本
大
学
法
学
部
・
大
学
院
に
て
、
政
治
原
論

　
政
治
過
程
論

　
行
政
学

　
現
代
政
治
論

　
政
治
学
（
教
養
）　
現
代
政
治
行
政
論

　

公
共
政
策
入
門

　
演
習

　
等
の
講
義
を
担
当

　【
社
会
貢
献
】

一
．
審
議
会
等

益
城
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
審
議
会
（
会
長
）（
二
〇
一
九
年
～
現
在
）
／
熊
本
市
公
文
書
の
管
理
に
関
す
る
検
討
委
員
会
（
会
長
）

（
二
〇
一
九
年
～
二
〇
二
〇
年
）
／
熊
本
市
第
７
次
総
合
計
画
中
間
見
直
し
委
員
会
（
副
委
員
長
）（
二
〇
一
九
年
～
二
〇
二
〇
年
）
／
熊
本
市
政
治
倫

理
審
査
会
（
委
員
長
）（
二
〇
一
九
年
～
現
在
）
／
益
城
町
総
合
計
画
審
議
会
（
会
長
）（
二
〇
一
八
年
～
二
〇
一
九
年
）
／
第
２
次
熊
本
市
人
権
教
育
・

啓
発
基
本
計
画
策
定
委
員
会
（
委
員
長
）（
二
〇
一
八
年
～
二
〇
一
九
年
）
／
熊
本
市
保
存
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
検
討
委
員
会
（
委
員
長
）（
二
〇
一
八

年
～
二
〇
一
九
年
）
／
熊
本
日
日
新
聞
社
「
読
者
と
報
道
を
考
え
る
委
員
会
」
委
員
（
二
〇
一
六
年
～
二
〇
一
八
年
）
／
熊
本
市
し
ご
と
・
ひ
と
・
ま

ち
創
生
総
合
戦
略
検
証
委
員
会
（
会
長
）（
二
〇
一
六
年
～
現
在
）
／
宇
城
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
（
会
長
）（
二
〇
一
六
年
～
現
在
）
／
益
城
町
復

興
計
画
策
定
委
員
会
（
会
長
）（
二
〇
一
六
年
～
二
〇
一
七
年
）
／
熊
本
市
震
災
復
興
検
討
委
員
会
（
副
会
長
）（
二
〇
一
六
年
～
二
〇
一
七
年
）
／
益

城
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
審
議
会
（
会
長
）（
二
〇
一
五
年
～
二
〇
一
六
年
）
／
熊
本
市
総
合
計
画
審
議
会
及
び
熊
本
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
等
策
定
委
員
会
（
会
長
）（
二
〇
一
五
年
～
二
〇
一
六
年
）
／
熊
本
市
人
権
教
育
・
啓
発
基
本
計
画
推
進
会
議
委
員
（
委
員
長
）

（
二
〇
一
四
年
～
現
在
）
／
益
城
町
総
合
計
画
審
議
会
（
会
長
）（
二
〇
一
四
年
～
二
〇
一
九
年
）
／
人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
第
三
者
委
員
会
（
委
員

長
）（
二
〇
一
三
年
～
現
在
）
／
熊
本
市
人
権
啓
発
推
進
基
本
計
画
検
討
懇
談
会
（
座
長
）（
二
〇
一
三
年
～
二
〇
一
四
年
）
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ェ
ン
ジ

ラ
イ
フ
熊
本
「
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
連
携
支
援
事
業
」（
内
閣
府
モ
デ
ル
事
業
）
検
討
委
員
会
（
議
長
）（
二
〇
一
二
年
～
二
〇
一
三
年
）
／

く
ま
も
と
市
男
女
共
同
参
画
会
議
（
会
長
）（
二
〇
一
一
年
～
二
〇
一
五
年
）
／
熊
本
県
男
女
共
同
参
画
審
議
会
（
会
長
）（
二
〇
〇
八
年
～
二
〇
一
二
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年
）
／
く
ま
も
と
農
山
漁
村
男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
（
会
長
）（
二
〇
〇
七
年
～
現
在
）
／
宇
土
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
（
二
〇
〇
四
年
～

二
〇
一
〇
年
）
／
熊
本
県
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
（
仮
称
）
検
討
委
員
会
委
員
（
二
〇
〇
一
年
～
二
〇
〇
二
年
）
／
熊
本
県
男
女
共
同
参
画
社
会
推

進
懇
話
会
委
員
（
副
会
長
）（
二
〇
〇
〇
年
～
二
〇
〇
二
年
）
／
大
規
模
小
売
店
舗
審
議
会
九
州
審
議
部
会
熊
本
審
査
会
特
別
委
員
（
一
九
九
八
年
～

二
〇
〇
〇
年
）
／
熊
本
市
野
口
清
水
線
検
討
委
員
会
委
員
（
一
九
九
七
年
～
一
九
九
九
年
）
／
行
政
苦
情
救
済
推
進
会
議
（
座
長
）・
行
政
懇
談
会
委
員

（
総
務
省
熊
本
行
政
評
価
事
務
所
）（
一
九
九
六
年
～
現
在
）

　
　

二
．
社
会
評
論
・
発
言
・
講
演
・
研
修
等

［
新
聞
］

転
機
に
立
つ
日
伊
戦
後
政
治

　
熊
本
日
日
新
聞

　
九
三
年
六
月
一
一
日
／
総
選
挙
と
政
界
再
編

　
熊
本
日
日
新
聞

　
九
三
年
七
月
二
八
日
／
イ
タ
リ
ア

に
見
る
日
本
政
治
の
課
題

　
熊
本
日
日
新
聞

　
九
四
年
一
一
月
五
日
／
分
権
時
代
の
ト
ッ
プ
選
択
を
（
熊
本
市
長
選
）
西
日
本
新
聞

　
九
四
年
一
一
月

二
〇
日
／
刷
新
票
の
重
み
受
け
止
め
て
（
熊
本
市
長
選
）　
毎
日
新
聞

　
九
四
年
一
一
月
二
二
日
／
議
員
定
数
削
減
論
議
へ
の
疑
問

　
熊
本
日
日
新
聞

　

九
五
年
三
月
一
三
日
／
地
方
政
治
と
私

　
熊
本
日
日
新
聞

　
九
五
年
四
月
一
三
日
／
定
数
削
減
生
か
せ

　
西
日
本
新
聞

　
九
五
年
四
月
二
四
日

　
号
外

／
統
一
地
方
選
（
九
州･

西
中
国
）
振
り
返
っ
て･

特
徴
と
背
景

　
朝
日
新
聞

　
九
五
年
四
月
二
四
日
／
不
信
募
り
怒
る
有
権
者
（
参
院
選
）　
毎
日
新

聞
　
九
五
年
七
月
二
五
日
／
地
方
分
権
に
水
差
す
（
宇
土
市
議
会
）　
西
日
本
新
聞

　
九
六
年
一
月
／
政
界
再
再
編
へ
の
課
題

　
読
売
新
聞

　
九
六
年

二
月
二
五
日
／
さ
れ
ど
古
い
政
治
続
く

　
熊
本
日
日
新
聞

　
九
六
年
四
月
一
二
日
／
政
治
の
質
は
旧
態
依
然

　
西
日
本
新
聞

　
九
六
年
四
月
一
二
日
／

96
総
選
挙
新
制
度

　
熊
本
日
日
新
聞

　
九
六
年
一
〇
月
一
四
日
／
な
ぜ
な
ぜ
質
問
箱

　
熊
本
日
日
新
聞

　
九
六
年
一
〇
月
二
〇
日
／
政
界
再
編
い
ま
だ

成
就
せ
ず

　
熊
本
日
日
新
聞

　
九
八
年
五
月
一
二
日
／
既
成
政
党
枠
の｢

非
自
民｣

限
界
に

　
毎
日
新
聞

　
九
八
年
六
月
一
六
日
／
参
院
選
挙
を
振
り

返
っ
て

　
朝
日
新
聞

　
九
八
年
七
月
一
四
日
／
政
治
家
の
定
年

　
熊
本
日
日
新
聞

　
九
八
年
一
一
月
二
二
日
／
議
会
の
存
在
意
義
示
せ
る
か

　
読
売
新

聞
　
九
九
年
四
月
一
三
日
／
政
党
前
面
潮
谷
氏
に
流
れ

　
毎
日
新
聞

　
〇
〇
年
四
月
一
七
日
／
女
性
が
大
き
な
役
割
果
た
す

　
読
売
新
聞

　
〇
〇
年
四
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月
一
八
日
／
総
選
挙
で
問
わ
れ
る
も
の

　
西
日
本
新
聞

　
〇
〇
年
六
月
三
日
／
政
治
的
無
関
心

　
熊
本
大
学
新
聞

　
〇
〇
年
六
月
二
一
日
／
こ
う
見
る

総
選
挙

　
熊
本
日
日
新
聞

　
〇
〇
年
六
月
二
七
日
／
問
わ
れ
る
有
権
者
の
成
熟
度

　
西
日
本
新
聞

　
〇
〇
年
一
〇
月
二
七
日
／
派
閥
間
の
「
疑
似
政
権

交
代
シ
ョ
ー
」　
熊
本
日
日
新
聞

　
〇
一
年
四
月
二
一
日
／
県
内
党
員
も
世
論
を
意
識

　
西
日
本
新
聞

　
〇
一
年
四
月
二
四
日
／
小
泉
政
権
へ
の
「
先
物

選
挙
」　
熊
本
日
日
新
聞

　
〇
一
年
七
月
三
一
日
／
機
能
し
な
か
っ
た
政
治
的
判
断

　
熊
本
日
日
新
聞

　
〇
一
年
一
二
月
一
九
日
／
従
来
の
常
識
く
つ

が
え
す
（
熊
本
市
長
選
）　
毎
日
新
聞

　
〇
二
年
一
一
月
一
二
日
／
次
は
市
議
へ
の
審
判

　
西
日
本
新
聞

　
〇
二
年
一
一
月
一
五
日
／
問
わ
れ
る
有
権

者
の
選
択

　
西
日
本
新
聞

　
〇
三
年
四
月
一
二
日
／
底
流
に
「
変
化
」「
混
迷
」
の
兆
し

　
熊
本
日
日
新
聞

　
〇
三
年
四
月
一
九
日
／
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

競
い
合
え

　
朝
日
新
聞

　
〇
三
年
一
〇
月
二
一
日
／
総
選
挙
結
果
か
ら
見
え
る
も
の

　
熊
本
日
日
新
聞

　
〇
三
年
一
一
月
一
五
日
／
有
権
者
を
そ
の
気

に
さ
せ
ら
れ
る
か

　
西
日
本
新
聞

　
〇
四
年
六
月
一
八
日
／
実
績
に
不
満
も
「
代
わ
る
人
い
な
い
」　
読
売
新
聞
（
夕
）　
〇
四
年
六
月
二
四
日
／
日
本

政
治
の
転
換
点
次
に
生
き
る
判
断
を

　
朝
日
新
聞

　
〇
四
年
六
月
二
五
日
／
年
金
、
多
国
籍
軍
…
「
議
論
な
し
」
の
危
う
さ

　
熊
本
日
日
新
聞

　
〇
四

年
七
月
一
〇
日
／
参
院
選
を
振
り
返
っ
て

　
熊
本
日
日
新
聞

　
〇
四
年
七
月
一
三
日
／
人
口
減
少
に
見
合
う
制
度
を

　
熊
本
日
日
新
聞

　
〇
五
年
七
月

三
一
日
／
問
う
有
権
者
の
判
断
能
力

　
朝
日
新
聞

　
〇
五
年
八
月
三
一
日
／
有
権
者
の
望
み
と
ギ
ャ
ッ
プ

　
読
売
新
聞

　
〇
五
年
八
月
三
一
日
／
「
○

×
」
的
選
挙
に
無
党
派
層
反
応

　
〇
五
年
九
月
一
三
日

　
熊
本
日
日
新
聞
／
地
方
自
立
の
時
代

　
自
覚
持
ち
投
票
を

　
朝
日
新
聞

　
〇
七
年
三
月
三
一

日
／
無
党
派
の
風
と
亥
年
の
統
一
地
方
選

　
熊
本
日
日
新
聞

　
〇
七
年
四
月
三
日
／
公
約
果
た
し
た
小
泉
改
革

　
西
日
本
新
聞

　
〇
七
年
七
月
三
一
日

／
ま
ぎ
れ
も
な
い
「
自
民
圧
勝
」　
熊
本
日
日
新
聞

　
〇
八
年
三
月
二
五
日
／
積
極
的
に
は
賛
成
し
な
い

　
熊
本
日
日
新
聞

　
〇
八
年
三
月
二
八
日
／

福
田
首
相
辞
任
の
妙
な
既
視
感

　
西
日
本
新
聞

　
〇
八
年
九
月
三
日
／
正
当
性
強
め
た
決
断
プ
ロ
セ
ス

　
熊
本
日
日
新
聞

　
〇
八
年
九
月
一
三
日
／
総

理
大
臣
に
衆
議
院
の
解
散
権
が
あ
る
の
は
何
の
た
め
？

　
熊
本
日
日
新
聞

　
〇
八
年
一
〇
月
二
六
日
／
「
政
権
交
代
の
あ
る
民
主
主
義
」
へ

　
西
日
本

新
聞

　
〇
九
年
七
月
二
九
日
／
政
党
は
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
示
せ

　
熊
本
日
日
新
聞

　
〇
九
年
七
月
三
〇
日
／
選
ぶ
側
も
問
わ
れ
る
責
任

　
朝
日
新
聞

　

〇
九
年
八
月
一
九
日
／
自
民
、
参
院
選
敗
北
の
教
訓
生
か
せ
ず

　
朝
日
新
聞

　
〇
九
年
九
月
二
日
／
情
報
公
開
し
政
策
決
定
を

　
読
売
新
聞

　
〇
九
年

九
月
二
六
日
／
政
権
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
さ
感
じ
る

　
熊
本
日
日
新
聞

　
〇
九
年
一
〇
月
一
八
日
／
09
年
県
内
市
長
選
―
政
権
交
代
の
影
響
も

　
熊
本
日
日

新
聞

　
〇
九
年
一
二
月
一
三
日
／
「
人
的
資
源
へ
の
取
り
組
み
を
」　
幸
山
せ
い
し
マ
ガ
ジ
ン
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／
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／
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／
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／
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／
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日
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月
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／
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績
に
不
満
も
「
代
わ
る
人
い
な
い
」　
読
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／
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／
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／
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日
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問
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有
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の
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能
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朝
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八
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三
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日
／
有
権
者
の
望
み
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新
聞

　
〇
五
年
八
月
三
一
日
／
「
○
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」
的
選
挙
に
無
党
派
層
反
応

　
〇
五
年
九
月
一
三
日

　
熊
本
日
日
新
聞
／
地
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自
立
の
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代

　
自
覚
持
ち
投
票
を

　
朝
日
新
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七
年
三
月
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日
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無
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の
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と
亥
年
の
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日
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七
年
四
月
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日
／
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果
た
し
た
小
泉
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革

　
西
日
本
新
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〇
七
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七
月
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／
ま
ぎ
れ
も
な
い
「
自
民
圧
勝
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熊
本
日
日
新
聞

　
〇
八
年
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月
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日
／
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に
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熊
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／
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／
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／
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が
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る
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／
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／
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／
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／
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／
情
報
公
開
し
政
策
決
定
を

　
読
売
新
聞

　
〇
九
年

九
月
二
六
日
／
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／
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／
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自
分
の
視
点
で
選
択

　
朝
日
新
聞

　
一
〇
年
六
月
二
五
日
／
ニ
ッ
ポ
ン
の
進
路
「
期
待
か
実
績
か

　
悩
ま
し
く
難
し
い
」　
熊
本
日
日
新
聞

　
一
〇
年
七

月
一
〇
日
／
名
古
屋
市
議
会
リ
コ
ー
ル
運
動
に
思
う

　
西
日
本
新
聞

　
一
〇
年
一
一
月
八
日
／
危
機
管
理
を
考
え
る
機
会
に

　
朝
日
新
聞

　
一
一
年
四

月
一
日
／
政
党
本
位
の
政
権
選
択
だ
っ
た
の
か

　
熊
本
日
日
新
聞

　
一
二
年
一
二
月
二
二
日
／
参
院
選
公
約

　
女
性
政
策
の
見
方

　
熊
本
日
日
新
聞

　

一
三
年
七
月
一
三
日
／
国
家
機
密
も
公
開
が
前
提

　
熊
本
日
日
新
聞

　
一
三
年
一
二
月
二
日
／
有
権
者
の
重
み
平
等

　
熊
本
日
日
新
聞

　
一
三
年
一
二

月
二
〇
日
／
政
令
市
、
分
権
時
代
の
自
覚
を

　
西
日
本
新
聞

　
一
四
年
一
〇
月
二
七
日
／
「
多
様
な
人
材
を
育
て
る
中
小
企
業
の
活
躍
を
」　
熊
本
県
中

小
企
業
家
同
友
会
『
熊
本
羅
針
』
二
〇
一
五
年
三
月
号
／
身
近
な
政
治
考
え
る
機
会

　
朝
日
新
聞

　
一
五
年
四
月
三
日
／
政
策
立
案
能
力
、
見
定
め
を

西
日
本
新
聞

　
一
五
年
四
月
一
二
日
／
震
災
下
で
の
選
挙

　
西
日
本
新
聞

　
一
六
年
六
月
一
二
日
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
を

　
熊
本
日
日
新
聞

　

一
六
年
七
月
二
八
日
／
取
材
は
配
慮
し
つ
つ
遠
慮
せ
ず

　
熊
本
日
日
新
聞

　
一
六
年
一
〇
月
一
五
日
／
取
材
対
象
者
に
十
分
配
慮
を

　
下
野
新
聞

　

一
六
年
一
〇
月
二
〇
日
／
状
況
に
合
わ
せ
改
善
必
要

　
熊
本
日
日
新
聞

　
一
六
年
一
二
月
九
日
／
権
限
活
か
し
「
住
み
良
さ
」
を

　
熊
本
日
日
新
聞

　

二
〇
一
七
年
四
月
一
日
／
町
民
へ
の
説
明
不
十
分

　
熊
本
日
日
新
聞

　
一
七
年
四
月
一
四
日
／
政
治
は
論
点
、
選
択
肢
示
せ

　
熊
本
日
日
新
聞

　
一
八

年
五
月
三
日
／
「
自
民
一
強
」
多
様
な
民
意
閉
ざ
す

　
熊
本
日
日
新
聞

　
一
八
年
一
〇
月
二
六
日
／
「
生
活
変
わ
る
」
実
感
湧
か
ず

　
熊
本
日
日
新
聞

一
八
年
一
一
月
二
一
日
／
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と

　
物
差
し
に

　
朝
日
新
聞

　
一
九
年
三
月
二
二
日
／
議
員
は
行
政
と
緊
張
感
保
て

　
熊
本
日
日
新

聞
　
一
九
年
三
月
二
八
日
／
コ
ロ
ナ
禍
の
論
戦

　
熊
本
日
日
新
聞

　
二
〇
年
三
月
二
七
日

　
な
ど
（
全
国
紙
は
西
部
本
社
版
又
は
熊
本
地
方
版
）

［
テ
レ
ビ･

ラ
ジ
オ
］

九
五
年
六
月
二
三
日
参
院
選
解
説
／
九
六
年
一
〇
月
二
〇
日
衆
議
院
選
解
説
／
九
八
年
七
月
一
二
日
参
議
院
選
解
説
／
〇
八
年
三
月
三
日
熊
本
県
知
事

選
解
説
（
以
上
テ
レ
ビ
熊
本
）
／
九
九
年
一
月
三
一
日
熊
本
県
知
事
選
解
説
（
熊
本
シ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
）
／
〇
〇
年
四
月
二
〇
日
熊
本
県
知
事
選
解
説
／

〇
〇
年
五
月
二
五
日
衆
議
院
選
解
説
／
〇
〇
年
九
月
一
四
日
公
共
事
業
解
説
／
〇
一
年
四
月
二
三
日
自
民
党
総
裁
選
解
説
／
〇
二
年
五
月
三
〇
日
有
事

立
法
解
説
／
〇
三
年
四
月
二
九
日
統
一
地
方
選
結
果
解
説
（
以
上
Ｆ
Ｍ
中
九
州
）
／
〇
三
年
四
月
一
三
日
熊
本
県
議
選
解
説
／
〇
七
年
四
月
八
日
熊
本
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県
議
選
解
説
／
一
三
年
七
月
八
日
週
刊
月
曜
日
・
参
議
院
選
解
説
／
一
四
年
一
一
月
一
六
日
熊
本
市
長
選
解
説
／
一
九
年
七
月
二
一
日
参
議
院
選
解
説

／
二
〇
年
三
月
二
二
日
熊
本
県
知
事
選
解
説
（
以
上
Ｒ
Ｋ
Ｋ
ラ
ジ
オ
）
／
〇
〇
年
六
月
一
三
日
衆
議
院
選
解
説
／
〇
一
年
七
月
二
九
日
参
議
院
選
解
説

／
〇
三
年
一
一
月
九
日
衆
議
院
選
解
説
／
〇
四
年
七
月
一
一
日
参
議
院
選
解
説
／
〇
五
年
九
月
九
日
・
一
一
日
衆
議
院
選
解
説
／
〇
五
年
九
月
一
一
日

衆
議
院
選
解
説
／
〇
七
年
七
月
二
九
日
参
議
院
選
挙
・
衆
議
院
熊
本
３
区
補
選
解
説
／
〇
九
年
八
月
三
〇
日
衆
議
院
選
解
説
／
一
〇
年
七
月
一
一
日
参

議
院
選
解
説
／
一
二
年
一
二
月
一
六
日
衆
議
院
選
解
説
／
一
三
年
七
月
二
一
日
参
議
院
選
解
説
／
一
四
年
一
二
月
一
四
日
衆
議
院
選
解
説
／
一
七
年

一
〇
月
二
三
日
衆
議
院
選
解
説
（
以
上
熊
本
県
民
テ
レ
ビ
）
／
一
八
年
四
月
二
二
日

　
益
城
町
町
長
選
解
説
（j.com

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）
な
ど

［
講
演
・
研
修
講
師
等
］  

省
略

【
管
理
運
営
】

略
歴
記
載
お
よ
び
役
職
指
定
の
委
員
会
委
員
の
ほ
か
、
法
学
部
教
務
委
員
長
、
学
生
委
員
長
、
入
試
委
員
長
、
図
書
委
員
長
な
ど
を
務

め
る
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県
議
選
解
説
／
一
三
年
七
月
八
日
週
刊
月
曜
日
・
参
議
院
選
解
説
／
一
四
年
一
一
月
一
六
日
熊
本
市
長
選
解
説
／
一
九
年
七
月
二
一
日
参
議
院
選
解
説

／
二
〇
年
三
月
二
二
日
熊
本
県
知
事
選
解
説
（
以
上
Ｒ
Ｋ
Ｋ
ラ
ジ
オ
）
／
〇
〇
年
六
月
一
三
日
衆
議
院
選
解
説
／
〇
一
年
七
月
二
九
日
参
議
院
選
解
説

／
〇
三
年
一
一
月
九
日
衆
議
院
選
解
説
／
〇
四
年
七
月
一
一
日
参
議
院
選
解
説
／
〇
五
年
九
月
九
日
・
一
一
日
衆
議
院
選
解
説
／
〇
五
年
九
月
一
一
日

衆
議
院
選
解
説
／
〇
七
年
七
月
二
九
日
参
議
院
選
挙
・
衆
議
院
熊
本
３
区
補
選
解
説
／
〇
九
年
八
月
三
〇
日
衆
議
院
選
解
説
／
一
〇
年
七
月
一
一
日
参

議
院
選
解
説
／
一
二
年
一
二
月
一
六
日
衆
議
院
選
解
説
／
一
三
年
七
月
二
一
日
参
議
院
選
解
説
／
一
四
年
一
二
月
一
四
日
衆
議
院
選
解
説
／
一
七
年

一
〇
月
二
三
日
衆
議
院
選
解
説
（
以
上
熊
本
県
民
テ
レ
ビ
）
／
一
八
年
四
月
二
二
日

　
益
城
町
町
長
選
解
説
（j.com

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）
な
ど

［
講
演
・
研
修
講
師
等
］  

省
略

【
管
理
運
営
】

略
歴
記
載
お
よ
び
役
職
指
定
の
委
員
会
委
員
の
ほ
か
、
法
学
部
教
務
委
員
長
、
学
生
委
員
長
、
入
試
委
員
長
、
図
書
委
員
長
な
ど
を
務

め
る
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